様式１

クマ基金活動助成申請書
年　　月　　日
代表申請者：（氏名）

（所属・職名）

（住所：所属先・自宅）

（電話）

（E-mail）

（JBN入会年度）
分担者：１（氏名）

（所属・職名）
　　　　２（氏名）

（所属・職名）
　　　　３（氏名）

（所属・職名）
活動名：
活動期間：　　　年　　月　〜　　　　年　　月
（原則として各年度の4月1日～翌年3月31日までです）
申請額：　　　万円
助成の対象となる活動区分（該当するものを残して下さい、複数選択可）
１）教育・普及啓発：生態や被害対策等に関わる正しい知識や手法を教育・普及啓発するための教材の開発や普及啓発活動の実践 

２）被害対策や生息環境管理の実践：市民や地域による被害対策や棲み分けのための環境保全/管理活動等の実践 

３）研究：上記１）、２）や生態解明、保護管理、保全等に関わる調査、研究活動
申請者が学生である場合(該当に丸印)：　指導教官の承諾　　有　・　無
活動目的：（100〜200字程度）
活動内容：（800〜1,000字程度）
※対象となる活動区で１）、２）を選んだ場合は活動を行う地域等の課題の社会性、喫緊性、３）を選んだ場合は学術性についてアピールして下さい。
※助成を受けた活動の一環であっても、関連イベント等の主催者はあくまで申請者自身です。日本クマネットワークの共催、後援を希望する場合には、イベント等の趣旨を添えて事前に相談してください。役員での審議、承認を得た場合にのみ、共催、後援とすることができます。
JBN本体の活動との関連
※関係する委員会等の活動や、今回応募する助成活動との連携等の希望等があれば記載してください。
予算内訳：以下の表に予算費目ごとのおおよその使途内訳を記して下さい。　
備品の場合（１万円以上）：品名、型番、会社名、単価、個数など
　消耗品の場合（1万円未満）：品名、単価、個数など
　旅費の場合：運賃､宿泊先、宿泊数、人数、回数など
（原則、「日本クマネットワーク旅費に関する内規」に従って計上してください）
　謝金の場合：単価、人数、作業内容など
　その他：内容（会場費、印刷費等）、単価、数量など
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	合計
	


※他の予算との併用を認めますが、類似の課題や活動等で他の助成金等を得ている場合は、その概要を次ページで説明して下さい。
※申請代表者や分担者の人件費、飲食費には使用できません。
※原則、全ての領収書等を提出していただきますので、採択後は必ず保管してください。
※その他、関連する資料があれば添付して下さい。ただし、電子ファイルに限ります。
他の助成金等を得ている類似の課題や活動等の概要
※該当するものがある場合にご記入ください。

